
郵便振替　口座名：ごみ・環境ビジョン 21　
　　　　　口座番号：00130-1-603521

年会費＝　個人会員 3,000 円　団体会員 6,000 円
　　　　　賛助会員 10,000 円（一口）　　

◆ご みっと・ Ｓ Ｕ Ｎ の お 受 け 取り方 法 は  
　 ① ヤ マト運 輸 の D M 便  
　 ② メー ル 添 付 で の Ｐ Ｄ Ｆ 配 信   の 二 つ が ありま す。
　 　 　 ② をご 希 望 の 方 は メー ル に て お 申し込 みくだ さい 。

◆ 振 替 用 紙 に は ご 住 所 ・ お 名 前 ・ お 電 話 番 号 ( F A X ) を
ご 記 入 くだ さ い 。 ま た 、 住 所 変 更 が あっ た 場 合 は お 知
らせくだ さい 。

◆ 記 事 を 転 載 する 場 合 はご 連 絡くだ さい 。

ごみかんよりお知らせ
　
　ごみっと・SUN の印刷、発送作業や、毎月の運営委員会でお世話になっている「こくぶんじ市民活動センター

（アクティ・ココブンジ）」は、ＪＲ中央線・国分寺駅隣の cocobunjiEAST の 3 階にあり、とても便利でいつも
気持ちよく使わせてもらっています。
　発足以来ごみかんは事務所を 3 回移転しました。最初は武蔵小金井の洋品店の 2 階、次は国分寺駅の南口の
アパート、３か所目は北口のアパートでした。2017 年、ごみかんの活動も安定したと同時にメンバーが高齢化
してきたので、できるだけ身軽になっておこうと任意団体になり、賃貸の部屋を引き払うことに。さてこれか

ら毎月の会議をどこでしようかと考えた結果、縁のある国分寺の市民活動センターに集まることに
なったのです。それ以来、ごみっと・SUN の印刷が出来上がると真っ先に職員さんに渡していまし
たが、9 月に会員さんへ同封した 3 月解散のお知らせもお渡ししたところ、大変惜しんでくださり、
こくぶんじ協働ニュース「こらぼ」にぜひ、と寄稿の依頼をいただきました。
何事も終わりよければすべてよし、となるように、最後まで丁寧な仕事を心がけていきます。（Ｅ）
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環境と健
康を脅か

す

マイクロ
プラスチ

ック汚染

　私たち人間が便利にプラスチックを使い続けた結果、その一部が川や海に流出し続け、

2050 年には海洋中のプラスチックが魚の総量を上回ると言われています。そして近年、人

の体内からのプラスチックや関連化学物質の検出、それによる健康被害の恐れを指摘する

研究が相次いでいます。

　一方、ここ小平市では、市民の反対の声があったにもかかわらず、マイクロプラスチッ

クの大きな発生源の一つである人工芝が中央公園グラウンドに敷設されようとしています。

　マイクロプラスチックによる環境汚染、健康被害の研究はどこまで進んでいるのでしょ

うか？　私たちはこれにどのように対処したらよいのでしょうか？　プラスチック汚染問

題の第一人者である高田秀重さんにお話を伺います。

場所︓小平
市中央公

民館ホー
ル

講師︓
東京農工

大学農学
部名誉教

授　高田秀
重さん

資料代︓
500円

専門は環境汚染化学。1998 年からプラスチックと環境ホルモンの

研究を開始。2019 年、キャンパスの自販機からペットボトルを一

掃し、学内にマイボトル用給水器を設置した「東京農工大学プラ

スチック削減 5R キャンパス」を提唱・実施。国際プラスチック条

約制定のため、専門家として活動している。2025 年 2 月 3 日の

NHK クローズアップ現代「人体からプラスチック粒子が・・懸念

される健康リスク」に出演。

主な著書：『環境汚染化学』共著 丸善出版（2015）、『地球をめぐ

る不都合な物質』共著 講談社（2019）。『プラスチックモンスター

をやっつけよう！きみが地球のためにできること』　クレヨンハウ

ス (2020)、『分別が楽しくなる！ ごみと資源のリサイクル』　新日

本出版社（2025）などを監修。
■主催：小平・環境の会　　

■協賛：中央公園改修に市民の声を届ける会

　　　　PFAS 汚染問題を考える会・小平

■連絡先：kodaira_kankyo@jcom.zaq.ne.jp

　　　　　080-5496-7675（島）

日時︓2026 年 1月 2
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分）

東京都小
平市小川

町2-13
25　　

■高田秀
重さん　

プロフィ
ール

　　　　　　高田秀重さん講演会

『環境と健康を脅かす マイクロプラスチック汚染』

　今年 6 月に高田秀重先生を講師に予定していた市民ごみ大学セミナーは、先生
のご都合でやむなく中止となり、講演内容をごみっと・SUN へ寄稿していただきま
したが、その後も先生の講演会を企画してほしいと要望が寄せられていました。
　このたび、ごみかんの会員さんが多く所属されている「小平・環境の会」主催で、
1 月 24 日に高田先生の講演会が開催されることになりました。先生からしっかり最
新のお話が聞けるチャンスです。ぜひご予定ください。 

日時：2026 年 1 月 24 日 ( 土 ) 14:00-16:00
場所：小平市中央公民館ホール  （西武多摩湖線青梅街道駅から線路沿いに南へ徒歩５分）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　東京都小平市小川町 2-1325
資料代：500 円　＊申し込み不要、直接会場へお越しください   
連絡先：080-5496-7675（島）

　 東京農工大学農学部名誉 教授

１１月 1日 開催
「市民ごみ大学セミナー」

配 布資 料の提 供について

ご 希望の会 員さんに差し上げますが、
今回は PDF 版での提 供（メール添 付）
になります。
メールで、件名「ごみ大学資料希望」
としてお申込みください。


